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①九州・ベトナム間の食の輸出拡大
✓ 九州・ベトナム間の貿易額は、EPAの発効やベトナムの急速な経済

発展が主な要因となって飛躍的に増加。特に食の分野に関しては、有
望な消費市場として注目されている。

✓ 新型コロナウィルスの感染症拡大の影響により、ベトナム人の食に関

する安全性・衛生面等への意識にも変化が生じて、外食・内食ともに
日本の食品へのニーズも高まっていると考えられる。

✓ 2020年11月、ベトナムに九州の商材等についてPRを行う 「九

州プロモーションセンター（K.P.C）」が先行オープン。2023年 3月
7日にグランドオープニングセレモニーを実施。

✓ 今回のミッションでは、このK.P.Cのグランドオープンイベントに併せて、

九州企業の食品を輸出するための商談会を開催。

②ベトナムへの進出に向けた情報収集
✓ 以前からベトナムとの経済交流事業を継続的に行ってきたが、今般
の新型コロナウィルスの感染症拡大により中断していた期間に、現地

の状況が大きく変わっている可能性が高い。そこでアフター・ウィズコロ

ナのベトナムへの九州の地場企業の進出へと繋げていくため、現地・
日系企業の生産・製造拠点や、現地食材等の小売店を視察。

③九州のプレゼンス向上
✓ ベトナム政府機関への表敬を通じた、九州のプレゼンス向上、ネッ

トワーク構築、九州企業のビジネス環境上の要望伝達等。
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九州の対ベトナム貿易額の推移

06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20年

輸出額 214 377 396 352 433 620 843 984 1,165 1,361 1,254 1,714 2,077 2,343 2,788

輸入額 350 482 672 458 479 773 1,000 959 963 1,137 1,101 1,269 1,448 1,501 1,441

輸出全国比 4.4% 5.7% 4.9% 5.8% 6.1% 8.1% 9.8% 9.6% 9.3% 9.0% 8.9% 10.2% 11.4% 13.0% 15.3%

輸入全国比 5.7% 6.7% 7.1% 7.1% 6.7% 8.4% 8.3% 6.9% 5.9% 6.2% 6.2% 6.1% 6.2% 6.1% 6.1%
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ミッションの目的



＜日 程＞ 2023年3月6日（月）～ 9日（木）

＜主 催＞ 九州経済国際化推進機構、九州経済産業局、（一社）九州経済連合会、
九州ベトナム友好協会

＜後 援＞ 在福岡ベトナム社会主義共和国総領事館、JETRO福岡、福岡貿易会

＜訪問団＞ 団長代行：九州経済国際化推進機構 幹事長 平井 彰（九州経済連合会専務理事）

副団長：九州ベトナム友好協会 会長 星野 裕志（九州大学大学院経済学研究院・教授）

顧 問：九州経済産業局 局長 苗村 公嗣
構成員：九州経済連合会 名誉会長 麻生 泰

九州経済連合会 事務局長、国際部長
九州経済産業局 国際事業課長

その他：企業、熊本県 等 計 36名

２

ミッション団概要



九州・ベトナム経済交流ミッション2023 行程

※10:30福岡
↓ベトナム航空
（VN357）

13:35ハノイ

ハノイ泊

視察団
工業団地訪問

（TOTOベトナム）

機内泊

02:00 ハノイ
↓ベトナム航空
（VN356）

※07:30 福岡

ハノイ泊

DAY1
3/6（月曜日）

DAY２
3/7（火曜日）

DAY3
3/8（水曜日）

DAY4
3/9（木曜日）

商談会
＠KPC 視察

イオンモール、
地場スーパー
マーケットなど

KPCオープニング
セレモニー

（内覧・記念イベント
など）

政府機関
表敬

①計画投資省
②外務省
③ハノイ市
人民委員会
④首相府
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JETROハノイによる
ブリーフィング

午
前

午
後



JETROブリーフィング

3月6日(月)17:00～18:00 @ハノイデウーホテル

第二タンロン工業団地視察（TOTOベトナム）

3月7日(火)9:00～13:10 @第二タンロン工業団地

➢ JETROハノイより、ベトナムの経済状況等についてのブリーフィング。 ２７名参加。

➢ 多くの日系企業が立地する第二タンロン工業団地にてブリーフィング、団地内見学。
➢ その後2004年から進出しているTOTOベトナムよりブリーフィングを頂くとともに、同社の工場を視察。 １５名参加。
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KPCオープニングセレモニー（九経連等主催）

3月7日(火)15:00~16:30 @KPC

商談会

3月7日(火)9:00~16:00 @KPC、うしのくら

➢ 九州プロモーションセンター（以下「K.P.C.」という。）は、九経連の協力の下、ベトナムと九州を繋ぐビジネスプ
ラットフォームとして開業。2020年11月のプレオープンを経て、今回グランドオープン。

➢ 外務省大臣補佐官など、ベトナムの政府関係者も出席し、本施設の機能への期待が伺われた。

【主な出席者】
・グエン・ミン・ブー外務省大臣補佐官
・ヴー・チー・マイ在福岡ベトナム総領事

➢ 食品を取り扱うベトナムのバイヤーを招き、ミッション参加者との個別商談会を実施。
➢ 併せて、うしのくら展示スペースで試食・試飲も行いながらの商談会を開催。
➢ ベトナム側バイヤー４社の他うしのくら商談会へ30名程度の来場者、及び九州側セラー10社が参加。

K.P.C.（セレモニー会場）
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政府機関表敬
3月8日(水)外務省

• 14:30～15:00
• 対応者：ファム・クァン・ヒュー副大臣

ハノイ市人民委員会
• 16:20～16:40
• 対応者：チャン・シー・タインハノイ市人民委員長

首相府
• 17:05～17:30
• 対応者：チャン・リュー・クアン副首相

計画投資省※2009年に九州経済国際化推進機構とＭＯＵに署名

• 10:00～10:40
• 対応者：ホァン外国投資庁長官

➢ ベトナムと九州は継続的に経済交流を行ってきたが、更なる発展の

余地がある。

➢ 経済交流の促進に向けたKPCの有効活用、食品の他にも観光や

農業、ヘルスケア等の様々な分野へ交流を拡大していきたい。

➢ 経済交流分野（特に農業や環境）を更に拡大し、在福岡ベトナム

総領事館を通じた連携も促進していきたい。

➢ なお、表敬訪問にはディエンビエン省とタインホア省も同席し省の概要

説明の他、連携可能性について意見交換を行った。

➢ ハノイ市ではインフラ整備に現在力を入れており、関連企業による投

資呼び込みを積極的に行っている。

➢ 医療分野（薬の原料供給）にも関心があり投資や連携を歓迎する。

➢ 日越外交樹立５０周年関連のイベントにより両国が更に発展してい

くことを期待。

➢ KPCのグランドオープンを契機に、農産物の輸出だけではなく、農作物

の加工や医療、介護等、様々な分野での連携を拡大させていきたい。
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現地市場（ショッピングモール・スーパー）視察

3月8日(水)9:00～15:30

Linh Lang市場①

AEON VIETNAM Ha Dong

Go! Thang Long

Fuji Market

TOMIBUN（日系スーパー）

Linh Lang市場②
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➢ 長い歴史の中で形成された地場のマーケット（伝統市場）。野菜・果物・肉・魚等 何でも売っている。
➢ 庶民の買い物の場所。 二輪車のまま乗り入れて、買い物が可能。

Linh Lang市場③

➢ スーパーやモール等の近代市場。日系、地場系とも寿司の陳列あり。かなり日本食は浸透している模様。


